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野菜の混植と緑肥を活用した竹内さんの自然菜園

「自然菜園スクール」で大人気の竹内
孝功さんから、化学肥料や農薬を使用
せず、おいしい旬の野菜を育てるコツ
について紹介していただきます。

自
然
菜
園
は

少
量
多
品
目
、

　
　
　

無
農
薬
栽
培
に

ピ
ッ
タ
リ

　
　
　
　

通
路
に
緑
肥
、
畝
は
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ

自然菜園コンサルタント。1977 年、長野県生まれ。大学卒業後勤めた某自然食品店店長
を辞し、本格的な自然農・自然農法の修行に入る。（公財）自然農法国際研究開発センター
の研修などを経て、自然菜園スクールを開催する。主な著書に『１㎡からはじめる自然菜園』
（小社）、『これならできる！自然菜園』（農文協）、最新刊『野菜の植え合わせベストプラン』
（学研プラス）など多数。
自然菜園スクール　http://www.shizensaien.net/　

竹
たけ

内
うち

　孝
あつ

功
のり

おしえて！
自然菜園のコツ
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は
じ
め
に

　

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！
「
自
然

菜
園
」
の
竹た

け
う
ち内

孝あ
つ
の
り功

で
す
。
私
は
、
19
歳

の
時
に
福
岡
正
信
著
『
わ
ら
一
本
の
革

命
』
に
出
会
い
、
東
京
の
大
学
で
経
済
学

を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
市
民
農
園
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
川
口
由
一
さ
ん

の
「
自
然
農
」
を
は
じ
め
様
々
な
農
法
を

学
び
、
２
０
０
７
年
に
最
後
の
研
修
先
と

し
て
（
公
財
）
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
本
科
研
修
自
家
採
種
コ
ー
ス

を
修
了
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
自
然
菜
園

ス
ク
ー
ル
を
主
催
、
家
庭
菜
園
雑
誌
連
載

な
ど
、
自
給
自
足
の
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、

採
種
農
家
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

自
然
菜
園
と
は
、
野
菜
の
里
山
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
、
野

菜
と
畑
の
生
き
物
同
士
が
良
い
関
係
に
な

る
よ
う
、
必
要
最
低
限
の
お
世
話
で
野
菜

が
自
然
に
育
つ
家
庭
菜
園
と
自
給
菜
園
を

略
し
て
「
自
然
菜
園
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
春
３
月
に
出
版
し
た
最

新
の
拙
著
『
自
然
菜
園
流
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

プ
ラ
ン
ツ　

野
菜
の
植
え
合
わ
せ
ベ
ス
ト

プ
ラ
ン
』
に
も
紹
介
し
て
い
ま
す
、
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
（
共
栄
植
物
）
な
ど

を
活
用
し
た
、
少
量
多
品
目
栽
培
な
ら
で

は
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
で
土
と
作
物
が
大
き
く
変
わ
る

ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
し
て
緑
肥
を
通
路
の

真
ん
中
（
写
真
２
、３
）
や
通
路
の
両
脇

に
播
く
こ
と
で
、
野
菜
や
緑
肥
の
根
張
り

が
よ
く
な
り
互
い
に
助
け
合
い
、
土
の
団

粒
化
が
促
進
さ
れ
、
地
上
部
で
は
天
敵
が

棲
む
バ
ン
カ
ー
プ
ラ
ン
ツ
や
防
風
林
に
も

な
り
、
雨
の
後
で
も
通
路
が
水
た
ま
り
に

な
ら
ず
、
畑
全
体
の
水
は
け
が
よ
く
な
り

ま
す
。
緑
肥
作
物
を
活
用
・
研
究
し
て
20

年
、
よ
う
や
く
納
得
の
い
く
も
の
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
緑
肥
を
数
種
類
混
ぜ
合

わ
せ
た
「
緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
」
で
す
（
写
真
４
、

５
、
表
１
参
照
）。
幅
の
狭
い
50
㎝
の
通

路
の
場
合
は
中
央
に
、
80
㎝
以
上
の
通
路

は
両
脇
（
畝う

ね

肩か
た

下し
た

）
に
緑
肥
を
２
条
播
き

す
る
の
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
す
。

写真１	 エンバクとクリムソンクローバー

写真２	 通路に生えそろったアカクローバーと	
	 エンバク

写真３	 緑肥 mix（市民農園用）の初期の様子

　
（
公
財
）
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
で
研
修
中
、
セ
ン
タ
ー
の
採
種
圃

場
で
は
緑
肥
作
物
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
学
び
か
ら
、
家
庭
菜
園
や
草
を
生
や

し
て
は
い
け
な
い
市
民
農
園
な
ど
で
、
手

軽
に
活
用
で
き
な
い
か
試
行
錯
誤
し
た
結

果
、
主
に
イ
ネ
科
と
マ
メ
科
の
緑
肥
作
物

を
通
路
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
混

播
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ
う
に
す
る

と
、
小
さ
な
畑
か
ら
大
き
な
畑
ま
で
生
物

多
様
性
に
富
み
、
通
路
が
硬
く
な
ら
ず
、

刈
っ
た
草
を
野
菜
の
株
下
に
敷
く
（
草
マ

ル
チ
）
こ
と
で
土
が
フ
カ
フ
カ
に
な
り
、

野
菜
の
生
育
が
よ
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
イ
ネ
科
と
マ
メ

科
は
相
性
が
よ
く
（
写
真
１
）、
コ
ン
パ



18

科
の
い
ず
れ
か
の
穂
が
で
る
か
花

が
咲
い
た
ら
、
下
15
㎝
位
を
残
し

て
、
刈
り
取
り
、
刈
っ
た
草
は
野

菜
の
株
下
に
草
マ
ル
チ
と
し
て
活

用
し
ま
す
（
写
真
６
）。

⑤
多
年
草
の
緑
肥
作
物
が
混
播
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
下
15
㎝
残
し

て
刈
る
こ
と
で
、
毎
年
生
え
て
く

れ
ま
す
。
剥
げ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
春
や
秋
に
播
き
足
す
か
、
耕

し
て
再
度
播
種
し
ま
す
。

自
然
菜
園
緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
の
使
い
方

　
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
：
多
年
草
と
１
年
草
の
ミ
ッ
ク
ス
の
場
合
）

表１　緑肥 mix の種類・緑肥名・特徴

写真６	 緑肥を 15㎝残して刈取り	 	
	 敷草にする

『自然菜園ハンドブック』より

写真４	 緑肥 mix レギュラー
	 （つる新 種苗店）

写真５	 タネをよく混ぜてから播種

緑肥mix の種類 緑肥の種類と名前 特　　徴

自然菜園緑肥mix
（レギュラー）

一年生
エンバク
クリムソンクローバー
イタリアンライグラス

1年草と多年草のミックス。エンバク、クリムソン
クローバーなど 1年草が先行して育ち、株下で多年
草であるオーチャードグラスやアカクローバーなど
が育っていきます。そのため、上手に育てば、1度
播くだけで数年草マルチの材料に困ることがありま
せん。消えてしまったり、はげた箇所には春・秋に
播き足します。

多年生
アカクローバー
ペレニアルライグラス
オーチャードグラスなど

自然菜園緑肥mix
（市民農園用）

一年生
エンバク
イタリアンライグラス
クリムソンクローバー

一年草だけなので生育が早く、多年草などを生やす
ことができない市民農園には、毎年枯れるこのタイ
プがお奨めです。枯れたら、毎年土に鋤き込み、春・
秋に播き直します。

①
春
や
秋
に
、
通
路
に
鍬く

わ

幅は
ば

12
㎝

位
に
溝
を
掘
り
、
１
m
あ
た
り
10

ｇ
程
度
の
緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
を
条
播
き

し
ま
す
。

②
土
を
１
㎝
程
度
被
せ
鎮
圧
し
ま

す
。

③
緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
播
種
後
は
、
芽
や

稚
苗
を
踏
む
と
緑
肥
が
消
え
て
し

ま
う
の
で
、
生
育
中
は
踏
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

④
緑
肥
ｍ
ｉ
ｘ
の
イ
ネ
科
・
マ
メ
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春
夏
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
混
植

（1）
レ
タ
ス
＆
キ
ャ
ベ
ツ
類

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
芽
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
は
、
食
欲
旺
盛
の
た
め

窒
素
過
多
に
な
り
や
す
く
、
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ

ナ
ガ
な
ど
の
虫
害
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
養
分
が
少
な
い
と
大
き
く

育
た
な
い
た
め
、
前
作
の
夏
野
菜

が
よ
く
育
っ
た
場
所
で
育
て
る
こ

と
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
夏
野
菜
が
育
っ
た
場
所
で
は
、

土
づ
く
り
が
で
き
て
お
り
、
前
作

の
残
肥
も
期
待
で
き
、
ワ
ラ
な
ど

が
敷
い
て
あ
っ
た
場
所
で
は
、
ク

モ
や
カ
エ
ル
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
な

ど
の
益
虫
が
越
冬
し
、
ま
た
ミ
ミ

ズ
な
ど
が
土
づ
く
り
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
病
害
虫
の
被
害
に
合

わ
な
い
秘
訣
は
、
野
菜
が
健
康
に

育
ち
抵
抗
性
が
強
く
病
害
が
出
に

く
く
、
虫
害
の
被
害
よ
り
も
生
育

の
方
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
多
少
の

被
害
で
済
み
よ
く
育
つ
も
の
で

す
。
そ
こ
で
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間
の
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
プ
ラ
ン
ツ
を
活
用
し
て
（
写
真

７
）、
病
虫
害
を
減
ら
し
て
い
く

対
策
で
す
。

①
キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間
か
ら
50
㎝
離

し
て
、
非
結
球
レ
タ
ス
を
１
週
間

以
上
前
に
植
え
て
お
き
ま
す
。
特

に
、
赤
色
の
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
、

虫
を
遠
ざ
け
る
色
な
の
で
必
ず
植

え
た
い
で
す
ね
。

②
１
週
間
後
、
レ
タ
ス
が
育
っ
て

写真７　共によく育つレタスとキャベツの混植

写真８	 モンシロチョウの卵

い
る
畝
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間
を

植
え
ま
す
。
植
え
る
前
に
、
苗
に

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
卵
（
写

真
８
）
が
つ
い
て
い
た
ら
、
指
で

つ
ぶ
し
て
お
く
と
初
期
の
被
害
が

減
り
ま
す
。

③
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
場
合
、
葉
を

か
き
取
っ
て
収
穫
す
る
と
、
長
期

間
収
穫
で
き
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間

の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
し

て
役
立
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
と
一

緒
に
植
え
る
こ
と
で
、
病
虫
害
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
両
方
の
生
育

が
促
進
さ
れ
、
食
味
も
よ
く
な
り

ま
す
。

（2）
ネ
ギ
と
ナ
ス
科
・
ウ
リ
科

　

毎
年
育
て
た
い
、
ナ
ス
科
と
ウ

リ
科
で
す
が
、
ナ
ス
科
は
、
青
枯

れ
病
や
疫
病
、
ウ
リ
科
は
、
つ
る

割
れ
病
や
ウ
リ
バ
エ
な
ど
病
虫
害

や
連
作
障
害
な
ど
が
出
や
す
い
作

物
で
、
植
え
る
場
所
は
３
～
４

年
空
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
少
量
多
品
目
栽

培
で
は
、
前
年
に
育
て
た
場
所
は

覚
え
て
い
て
も
、
４
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ

で
、
で
き
る
だ
け
連
作
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
し

ま
す
が
、
更
な
る
対
策
と
し
て
必

　

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
の
混

植
は
、
少
量
多
品
目
の
家
庭
菜
園

や
宅
配
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
農

家
さ
ん
に
お
奨
め
の
方
法
で
す
。

　

今
回
は
、
春
夏
野
菜
の
栽
培
で

役
立
つ
３
つ
の
方
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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写真９	 自然農法センターの	
	 在来青ナスとネギの混植

写真10　トマトとネギの混植写真11　キュウリとネギの混植

写真12　穴を掘って完熟たい肥を入れ土と混ぜる写真13　こんもりと土を被せる

ず
ネ
ギ
と
セ
ッ
ト
で
植
え
る
習
慣

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
（
写
真
９

～
11
）。
ネ
ギ
の
根
に
は
共
生
菌

が
い
て
天
然
の
抗
生
物
質
を
放
出

し
、
ネ
ギ
そ
の
も
の
も
薬
味
で
あ

る
よ
う
に
、
病
虫
害
の
予
防
効
果

と
生
育
促
進
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ス
と
ス
イ
カ
を
う
ま
く
育
て
た

か
っ
た
ら
、
前
作
に
ネ
ギ
を
育
て

て
お
く
と
、
そ
の
効
果
が
実
感
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

ナ
ス
科
（
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト

マ
ト
、
食
用
ほ
う
ず
き
な
ど
）

ウ
リ
科
（
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
メ
ロ
ン
、
ズ
ッ
キ
ー

ニ
な
ど
）

①
即
席
方
法

　

ナ
ス
科
と
ウ
リ
科
は
、
植
え
る

際
に
植
穴
に
腐
葉
土
と
ク
ン
炭
を

２
：
１
で
混
ぜ
た
も
の
を
パ
ラ
パ

ラ
１
㎝
位
入
れ
、
ネ
ギ
の
根
が
ナ

ス
科
・
ウ
リ
科
の
根
鉢
の
底
に
回

る
よ
う
に
１
～
２
本
の
細
い
ネ
ギ

と
一
緒
に
植
え
て
完
了
で
す
。

②
本
式

　

本
当
は
、
ね
ぎ
ク
ラ
ツ
キ
と

い
っ
て
、
野
菜
を
植
え
る
１
か
月

前
に
穴
を
掘
り
一
握
り
の
完
熟
た

い
肥
を
土
と
混
ぜ
、
畝
の
上
に
土

を
こ
ん
も
り
盛
っ
た
ク
ラ
ツ
キ

を
作
っ
て
お
き
（
写
真
12
、
13
）、

そ
こ
に
１
～
２
本
細
い
ネ
ギ
を
植

え
て
お
き
ま
す
。

　

苗
を
植
え
る
と
き
は
、
ネ
ギ
を

一
度
抜
い
て
か
ら
、
植
穴
を
掘
り
、

そ
こ
に
再
び
夏
野
菜
の
ナ
ス
科
や

ウ
リ
科
と
ネ
ギ
を
一
緒
に
植
え
る

と
、
効
果
は
絶
大
で
す
。

（3）
ラ
ッ
カ
セ
イ
（
も
し
く
は
、　

　

極
早
生
エ
ダ
マ
メ
）
と
夏
野
菜

　

夏
野
菜
の
多
く
は
、
５
月
の
Ｇ

Ｗ
に
植
え
る
地
域
の
方
は
、
霜
が

降
り
る
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬

位
ま
で
、
６
ヵ
月
以
上
も
生
育
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
間
養
水

分
を
し
っ
か
り
補
給
で
き
る
よ
う

に
根
を
張
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
マ

メ
科
の
ラ
ッ
カ
セ
イ
や
極
早
生
の

エ
ダ
マ
メ
を
夏
野
菜
全
般
と
混
植

す
る
方
法
で
す
（
写
真
14
）。

　

マ
メ
科
は
、
ご
存
知
の
通
り
、

根
に
粒
々
が
生
じ
、
そ
の
中
に
、

根
粒
菌
（
写
真
15
）
と
い
う
空
気

中
の
チ
ッ
ソ
を
固
定
す
る
菌
が
寄

生
し
て
い
て
、
痩
せ
地
で
も
高
た

ん
ぱ
く
な
豆
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
根
に
は
菌
根

菌
な
ど
も
寄
生
し
て
い
て
、
よ
り

広
範
囲
か
ら
効
率
的
に
リ
ン
酸
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写真14　ナスとラッカセイとバジルの混植、敷草

を
吸
収
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
夏
野
菜
か
ら
50
㎝

は
な
ら
れ
た
場
所
に
、
マ
メ
科
で

邪
魔
に
な
ら
な
い
野
菜
を
同
時
に

育
て
る
こ
と
で
、
夏
野
菜
に
必
要

な
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
の
吸
収
を
高

め
、
一
緒
に
生
育
促
進
さ
せ
る
方

法
で
す
。
火
山
培
土
や
砂
地
の
乾

き
や
す
い
畑
で
は
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
。

元
水
田
な
ど
水
は
け
が
悪
い
畑
で

は
、
極
早
生
エ
ダ
マ
メ
（
背
丈
が

低
い
）
が
最
適
で
す
。

①
夏
野
菜
の
定
植
と
同
時
か
、
１

週
間
早
く
に
、
夏
野
菜
か
ら
50
㎝

離
し
た
と
こ
ろ
に
、
土
質
に
合
わ

せ
て
ラ
ッ
カ
セ
イ
２
粒
、
あ
る
い

は
エ
ダ
マ
メ
２
～
３
粒
を
播
き
ま

す
。

②
夏
野
菜
を
育
て
な
が
ら
、
ラ
ッ

カ
セ
イ
、
エ
ダ
マ
メ
は
初
期
に
草

に
負
け
や
す
い
の
で
、
除
草
な
ど

行
い
ま
す
。

③
ラ
ッ
カ
セ
イ
、
エ
ダ
マ
メ
の
花

が
咲
い
て
い
る
時
期
は
、
夕
方
に

た
っ
ぷ
り
水
を
あ
げ
た
り
、
草
マ

ル
チ
や
ワ
ラ
マ
ル
チ
な
ど
で
株
下

を
被
覆
し
て
あ
げ
る
と
、
実
つ
き

も
よ
く
な
り
ま
す
し
、
夏
野
菜
も

喜
び
ま
す
。

④
豆
類
の
収
穫
は
、
根
を
抜
い
て

し
ま
う
と
絡
み
合
っ
て
い
る
夏
野

菜
の
根
も
切
れ
て
枯
れ
て
し
ま
う

の
で
、
エ
ダ
マ
メ
の
場
合
は
、
株

下
で
剪
定
ば
さ
み
な
ど
で
収
穫
し
、

抜
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ラ
ッ
カ

セ
イ
の
場
合
は
、
夏
野
菜
の
収
穫

が
終
わ
っ
た
後
、
掘
り
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ぜ

ひ
一
度
た
め
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

野
菜
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ

や
緑
肥
の
活
用
で
菜
園
の
楽
し
み

方
が
よ
り
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
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